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MAGSAT計画(I)

LANDSATに続く地球観測衛星(2)

駒井二郎(物理探査部)松野久也

(環境地質部)

■.MAGSAT(磁気衛星)

はじめに

MAGSATはこれも名称から明らかな通り磁気測定

の専用衛星を意味し主たる応用分野を念頭に計画され

るしANDSATやSEASATとは対極的に方法別の

観点から磁気一本に的をしぽっているあたりGr泓マsat

やStereosat等と同一思想の系列に属する.科学衛星

もまことに多種多様で一方においてはOG05号のよ

うに測定する地球物理学的諸量を実に23種類も網羅した

総合観測衛星がある反面MAGSATのように観測手段

をごく狭い範囲に限定した専用衛星は他の分野ではこ

れまでも決して珍しいことではない.たとえば1971年

に打上げられたUhuruなどはX線天文学専門の科学

衛星であった.

ひとくちに宇宙空間の磁気測定といっても周知の通

りその包含する領域は非常に広い.地上100星m付近に

はじまる電離層の観測から月や火金木星等の惑星磁

場の研究にいたるまで宇宙探測のぼう大な技術体系の

抵かでは磁気は何かにつけ比較的組み込まれることの

多い測定量のひとつである.もちろんいかに方法別分

類とはいってもこの種観測衛星がそれぞれの目的とす

る研究対奉を意識して設計されることはいうまでも低い.

すなわちMAGSATは固体地球科学に対する純学術

的貢献を一面においては重視しながらも最大の主目標

を各種鉱物資源の評価探査方針等への寄与に設定した

観測衛星でありその点では前回のGEOSATと軌を一

にするものとみてよい.

現在MAGSATはNASAの有力な一機関である

GSFC〔Godda.dSp｡｡eF1ightC.nt｡｡〕(ゴダｰド宇宙飛

行センタｰ)とUSGS〔UnitedStatesGeo1ogica1Surマey〕

(合衆国地質調査所)との共同事業として推進されてお

り打上げ予定は1979年9月高度は325～525km傾

斜角97｡の極軌道(順行)を回りつつ4～8か月の寿

命を保つ.第1図はその想像図で全磁力と3成分の

ベクトル磁場を測定し精度は前者については3ガンマ

RSS〔R･･tSumSqu…〕後者1…ついては各成分とも6

ガンマRSSが見込まれている.

GEOSATで検討されている各センサがいずれにして

も地表ないしは極浅部の地質情報の抽出にとどまるのに

対しMAGSATは航空機の代りに人工衛星を用いる

一I空中(宇宙)磁気探査''そのものであり文字通り問

題の核心に迫る地殻内中～深部の地質･地球物理学的構

造の解明を目指したfo･ce丘e1dのリモｰトセンシング

といえよう.以下前回のGEOSATと同じくMA

GSAT計画の誕生にいたるまでの経緯や背景などから

順次話を進めてゆくこととする.

1.人工衛星による磁場観測

航空機を利用する空中磁気測定技術が石油･金属鉱

床等の資源探査や地球物理学的研究における有力租武器

として認識されはじめたのはよく知られている通り

1940年代も後半に入ってからである.これには第二次

大戦中に対潜兵器として考案されたフラックスケｰト磁

力計の進展が写って大きいが同じ頃ロケットにこれ

を搭載して電離層下部に流れる地磁気目変化電流の検出

に成功したのが触手としての磁気測定カミ宇宙空聞へ仲

びてゆく第一歩であった.やがて50年代末期から各種

の科学観測を目的としてさまざまな人工衛星が続々と

打上げられていったが磁力計の方もこの頃プロトン

磁力計光ポンピング磁力計といったすぐれた型式が相

次いで開発され最近ではSQUID磁力計の搭載を図

第1図MAGSATの想像図�
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る動きまで胎動しはじめたほどである.

これらの各磁力計はいずれもそれぞれに一時代を画

した特色を有し用途に応じて適宜使い分けられてき

た状況は多くの文献に詳しい.空中用として草分けて

あったフラックスケｰト型も依然健在で航空機搭載

の全磁力計用としてこそプロトン磁力計に王座をゆずっ

ているものの各種の地上用とともにロケットや人工衛

星などには姿勢計用までをも含め幅広く賞用されてお

りとりわけベクトル測定の際に発揮される持味は他の

追随を許さ渋い.現にMAGSATに予定されている

磁力計もこのフラックスケｰト型である.

で北緯15θ～506帝に沿った世界一周ルｰト(アテネｰ

カラチｰバンコクｰマニラｰ東京一ポｰトランドｰワシ

ントンｰリスボン)の磁力分布について行なった調和解

析を示しているカミもしこの一本の断面図をもってか

りに大圏コｰスの磁気特性を代表することが許されるも

のとすればエネルギｰの大部分が10～50マイルの波長

帯(地殻相当)と核ダイナモ作用を暗示する波長2,O00

マイル以上の部分に集中している有様は明白である.

フｰリェ係数は7次で急速に減衰しキュリｰ面以深と

みられる200～2,000マイルの波長帯は強い磁気源を欠

いた高温のマントルに該当するだろう.

1950年代から60年代にかけては探測の劾象として人

工衛星による磁気圏プラズマ圏の解明がめざましい発

展をみせた.1960年前後にはExp1orerシリｰズなど

によってマグネトポｰズが発見されとくに64年のIMP

-1では地球磁気圏の巨視的構造がほぼその全容を明ら

かにされている.プラズマポｰズがOGOシリｰズに

よって見出されたのはこれよりやや遅れて65年頃であ

るがとにかく磁場に限らず地球周辺空間を構成する超

高層圏の探測は初期の宇宙開発研究の場としてはこの

年代にもっとも華々しい展開をくりひろげた分野であっ

た.これら衛星の観測対象は地球に関連こそしてい

るが磁気圏プラズマ圏に象徴されるごとくいわゆる

}軟かい"方の地球物理学的研究にもっぱら指向された.

一!硬い"方に関してはむしろ地球圏外に飛び出してさら

に遠くアポロ計画を頂点とした月面観測を経て惑星磁

場の研究へと進みなかでも72～73年にかけてパイオニ

ア10号による木星磁場の知見が巻き起した感動は今抵お

記1意に新しい.反面足許ともいうべき固体地球科学

に対する衛星磁場測定の床用はその割には盛り上りを

欠いた停頓状態にとどまっていたのには多少理解に苦

しむ.

空中磁気探査の成功例からしておそらくは多くの人

力が以前から漠然とは感じていたことであろうが人]二

衛星による磁気測定が地殻浅部の探査目的にもどうやら

使えそうだということがおぼろげ恋がら意識されはじ

めたのは案外おそく60年代のはじめにさかのぼる.

例のProjectMagnetにおいてこれを実施した沿岸

測地調査部や水路局(現NOAA)のA㎜D脇DGEらは

延長2万カイリに達する長大な空中磁気断面図を分析し

た結果双極子磁場を取り除いたあとの残差異常のスペ

クトノレが地殻および核一マントノレの境界部に起源を想

定させる2モｰドの分布によっておおむね説明できる事

実を指摘した.第2図はしばしば引用される著名な例

PrOjectMagnetでの飛行高度は大体7,000～12,000

フィｰトの範囲にありこの結果自体は別に衛星高度か

らの磁気測定の有効性に何ら寄与するものではない.

まだほとんど確立している地球内部構造に関する定説か

らも素直に導かれるしまして温度上昇を考えれば自明

のことにはちがい狂いとしても磁性体の賦存深度がこ

のように判然と分離される事実はハｰド･ソフト両面

の進歩がある程度の水準に達すれば適切狂高度の超広

域磁場観測によって地殻物性の烏賊的なとらえ方が可能

なことを物語る.

しかし人工衛星による磁気探査が地表下深くともせ

い畦い10数km以内の地殻浅部にほとんどの関心を集め

ている探査関係者の淫意をあまりひかなかったのは無

理も狂いことかも知れない.広域の磁気探査としては

航空機利用である程度満昆できる成果が収められてい
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たし衛星デｰタは地質構造に対する分解能カミあまりに

も低いとみられていた.実際この理解は今でも別

に誤ってはおらず超高々度の衛星による測定磁場は構

造解析の分解能において低高度の諸方式には所詮及

ぶべくも狂いしまたその必要も粗い.各方式の特色

に応じた役割の分担とその総合化は探査の常道である.

ただ追ってふれるがこの約10年間に衛星磁気測定の

とりわけデｰタ処理の面でめざましい進展があり分解

能の飛躍的な改善がなされたのとプレｰトテクトニク

ス的視点から各種鉱床の生成の原点をなすところの大

陸的規模の地体構造地質学に対する関心の加速度的な増

大などが相まって衛星磁気探査があらためて見直され

る気運が醸成されたとも考えられる.岩石圏中の不均

質性に起因する磁気異常がUSGS系の研究者によっ

て衛星高度より検出可能なことが明確に実証されたのは

1970年であるからこの間の歩みとしては遅々たるもの

であった.

2.米･ソの競演一COsmOsと亜090

衛星高度ではどのよう祖磁力分布がえられるかという

見通しをつけるためには空中磁気探査の前処理などで

よく使われるupwardcOntimationを低高度デｰタに

適用して一種の数値実験を行板えばよい.ソ連邦は

1960年代の時点で空中磁気探査による国土のカバｰが

もっとも進捗していた国であったがこのデｰタを高度

2,000マイルにupwardしたところ異常の振幅は恋お

数10ガンマを残した(Zietzeta1.一1970).また米大

陸を横断する磁気断面について同じく高度2,000マイ

ルに引き直した結果も0～200ガンマの残差を示し

これらはその頃実用されていた磁力計によって充分に検

出可能狂範囲に入る.問題はむしろ感度では恋く測

定値に含まれる外部磁場あるいは位置標定を含む種々

の誤差要因をいかに精度よく分離するかという点にかか

っていた.

1967年になるとソ連のCOsmos-49(1964年打上げ)

のデｰタが利用できるようになりZiet･らは北米大陸

とその東西両沿岸海域に18,000点をえらび出して9次の

球関数分析を試み等磁力線間隔5ガンマの磁気図を作

成した(第3図).

もし同図に表現された異常群カミ本当に地殻内部に源を

有するものならぱ同一地域内の一たとえば空中磁気図

を衛星高度にupwa･dしたものとほぼ一致する筈であ

る.だが当時これだけの広域をカバｰしたその種の

デｰタは存在しない.その代り地上磁気探査と空中磁

気探査の混合デｰタではあるが中部の北半分から東部

にかけて割合まとまっていた地域の磁気図とCOsmOs

の相当部分を比較したところ(第一4図)両者の測定高度

には狂はだしい相違があるにもかかわらずその相関友

係はきわめて良好であった.

すなわち北辺部と南東部にみられる顕著狂高異常帯

ならびに南部の低異常帯は見事に対比され逆に地上･

空中磁気図の方には強く表われている中央部の正異常は

短波長のため衛星磁気図では完全に消滅してしまってい

る.これは無くならたければむしろおかしい.さ

らに第5図(左)は第3図の正負異常部の各ブロックを

判り易く簡略化したものであるがカナダ国境に沿う帯

状地域のほか東南部と西南部に正異常の分布が認めら

れる.ただしこの図にみられるNEとNW方向のトレ

ンドはCOsmOsの軌道がこの方向に偏っていることか

らこれは割引きして考えねばならない.もっとも注目

されるのは西海岸のメンドシノ断層からアパラチア山脈

等磁力線間隔一5クンマ戸

簸終違

畿1灘/1///111

萎欝/欝

第3図

Cosmos49による北米大

陸残差図(ZIETzetal.に

よる)�
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等磁力線間隔:400ガン亨
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1､呈｡oガンマ以上

日

壇｡o-1,200ガンマ

ロ

800ガンマ以下

灘講

一紘

第4図Cosmos残差図と既存磁気図(空中･地上)との比較(ZI囲螂etal.による)

を越え東部の走向すべり(Ke1v1n～)断層に連なる大

断裂帯に対応した負異常帯の並びである.この断裂帯

は地殻下部からマントル上層にまで達するものと予想さ

れとくに中･東部にかけては少なからぬ各種の金属鉱

床がこの38｡線ベノレト沿いに配列し鉱床地質学的に

も非常に興味をもたれている地域であった.

また見方によっては同図の南北両ブロックがこのリ

フトによって分裂させられたのではないかという当世好

みの解釈も可能でありさらに!.50μca1/cm2secを基準

とした熱流量測定値(同区名)と磁気異常カミほぼ関連づ

けられるのもおもしろい一

でも熱流量との相関は700点のうち60パｰセントに達

しておりこの事実にはいろいろな見方が可能であろう.

これらの結果からみて衛星磁気図が地殻中の岩石･

地質構造を大まかにはかなり忠実に反映することはま

ず間違いたかろう.ただこのあと同じCOsmosの

デｰタから同じような手法で西部ヨｰロッパとソ連邦を

含む地域を吟味したところ地殻浅部の磁気異常は必ず

しも衛星磁気図に反映されない一少なくとも米大陸の結

果は全世界的には一般化しがたいという否定的柱見解

も出された(Benkovaetal.一1973).しかしこの場合

1965年から71年にかけては米国のOGO(Orbiting

Geophysica1Observato工y)シリｰズカミ軌道に乗った.

これは6号まで打上げられたがこのうち135号

は非常にイビツな低赤道傾斜の楕円軌道(遠地点:約

100,000km)をとっているため対象外となる.われわ

れにとって重要なのは極軌道をもった246号であ
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ってこれはPo1趾のPを頭につけpogo123

号と呼ばれる場合も多い.

OGO衛星の高度は2号が400～1,500k㎜4号が400

～900k㎜6号カミ400～1,100ヒmで世界のほぼ全域に

わたり光ポンピング磁力計により全磁力を約0.5秒間隔

で測定した.一方COsmos49が活動したのはわずか

11日間で観測地域も緯度±50｡帯内に限られたが高

度は261～488km(平均375km)と低くむしろ今計

画中のMAGSATに近い.

CosmOs49にしてもPOgoにしても固体地球科学の

ためには理想的な観測衛星ではなかったけれども数々

の面で先駆的な成果をもたらしM1AGSATなどの実現

にいたる跳躍台と校った事実は銘記されてよい.

3.バンギ異常

Cosmos49にかかわる解析は衛星による磁気探査に明

るい見通しを与えたが本格的にPog0デｰタを精密解

析して最初に地球的規模の磁気図をつくり上げ岩石圏

磁性体にもとづく磁気異常の実在を立証したのはこれ

もUSGSのR醐ムNらである(R醐州eta1.一1973).

その典型的な例が中央アフリカのバンギ(Bangui)異常

でOG06号デｰタの分析から発見されのちPrOject

Magnetデｰタの見直しでも裏書きされた.

まず第6図カミこのときにえられた平均高度540kmに

おける世界磁気図で本誌の白黒版ではかえって不鮮明

になっているが原図は異常振幅の各段階がカラｰで区分

されており迫力に満ちた印象的な磁気図(等磁力線間

隔:2ガンマ)とたっている.

一般に衛星高度では磁気異常の大きさはいかに磁力

計の感度範囲に入るとはいってもせい昔い外部磁場によ

る時間変動成分と同じ程度にすぎず(同図中の最高磁力

値は斗10ガンマ最低はもっとも大きいバンギ異常でさ

えも一12ガンマ)空中磁気探査における目変化補正の

ように単狂る一定量の加減だけではすまされない.詳

細は省くが同図の作成にいたるまでにはたかなかに手

の込んだ処理技法か加えられておりまた何よりも393,

452点にものぼるデｰタポイントの選定に際しては空

間的には極･オｰロラ帯をさけるのはもちろん時間的

にはエレクト員ジエヅトの卓越する0900～1500の時間帯

を除外しさらにKp〔P1･n･ta･ym･gn･ti…tivity1nd･x〕

≦2+のときのデｰタのみを使用するなどキメ細かい配

慮が払われている.

球関数分析も13次まで行なった結果分解能は波長

14｡(約1,500km)に向上しこれに見合った波長の磁気

異常の弁別が可能となった.Cosmos49や初期のOG

○系衛星ではこれが19｡程度だったため予見はされて

いたものの異常カミ確実に岩石圏に起因しているとは自信

を以って断定しきれなかったのである.

ただCOsmosの磁気図(第3図)同様第6図には

衛星軌道の影響がNS方向の縞模様として現われフィ

ルタリングで除去しきれなかった成分も若干残っている

ほか位置標定の誤差や不充分荏目変化補正等リダク

ションの過程での不備による歪みカミ生じているから注意

を要する.このためのチェックもいろいろな角度から

多面的に行なわれた.手取早いのはさきほどの例のよ

うにupwardcontinuationによるもので第7図に示

す通りバンギ異常について測定高度3k皿のProject

Magnetデｰタを衛星高度に引き直したところ振幅780

ガンマが16ガンマに減少して振幅波形ともピッタリと

一致した.また繰り返しデｰタがえられている同一側

線上において異る地方時と高度に対し異常カト買して再

現するならばそれはまず本物とみなしてよいであろう.

第8図カミそれでインド南方の高異常とヒマラヤの低異

常がすべての断面図について確認できる一方高度変化
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十8以.ヒ十仙｡+60-o+2“'…'止一2,o-4

鰯1鰯嚢滋滋舳榊鰯灘萎

十6拍十8+21o+401〇一2-4以下

第6図Pogoデｰタにもとづく世界二磁気図(等磁力線間隔:2ガンマｰR醐舳eta1.による)�
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レ舳40!'"

高度430㎞

経度174'東

≠撃驚蓑

i嵩虞=七こ号1き蔵

したもの

第7図

バンギ異常についてのPogo

デｰタとProjectMAGN

ETデｰタの対比(R醐AN

eta1.による)

㌧

P正｡]ectMAGNET

(側線丁217)の記録

第8図

Pogoデｰタの再現性(イン

ド南方およびヒマラヤ地域一

R醐ANeta1.による)

に対する振幅の依存性はこれカミ地球の内部に起因すると

みる推測を支持している.

このほかPOgoとCOsmOsの結果を照合する手も考

えられ局.Cosmo･は低高度だから振幅は大きいがデ

ｰタ数ははるかに少なく誤差も30ガンマに達する.

第9図は5｡ブロックで平均化したCOsmosによるアフ

リカ大陸の磁気図でPogoの第10図と比較すると興味

深い.当然ながら大局的傾向は一致しておりとくに

南半分はよい.両者の差異はCosmOsのデｰタ数の

少底さと不均一な分布によるものと考えられる.す

なわち等しい5｡の経緯度ブロック中におけるCosmOs

第9図Cosmos49によるアフリ

カ大陸残差図(REGANet

al.による)

第10図

Pogoによるアフリカ大陸残差図と

地体構造図(R醐ムNetal.による)�
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のデｰタが1～23コなのに対しPog0は300～450コ(1｡

メッシュでは約15コ)にのぼる.また北米の磁気図

(第3図)でも生じていた軌道傾斜角50｡の影響は第

9図でも根強く残っている.

アフリカ大陸の地体構造論的観点からはバンギ異常

はどちらも卓状地と考えられている広大な南北両地域

(北部のChad盆地と南部のCongo盆地)にはさまれ

た構造的な隆起帯に近くその南には高磁気異常が楯状

地低磁気異常が卓状地の部分とほぼ対庵しており最

南端の低異常はKarOo盆地一帯に合致する.

一方赤道より北では相関々係は逆極性となり北西

部の大き狂高異常はこれもELJufまたはTaudine盆

地に関連づけられる.したがって第10図の磁気異常は

やはり地殻浅部の地質構造を何らかの形で反映したもの

とみるのが至当であろう.

なお第6図を一見して目につくのはバンギ異常のほ

かには180｡子午線近傍における±6ガンマの正負異常対

(天皇海山群とハワイ諸島の延長軸の交差部)を唯一の

例外として東南太平洋一帯にひろがる広大な平坦面で

ある.しかしこの太平洋の方はIGRF程度の磁気図

でもある程度の見当がつけられるのに対しバンギ異常

の方は第10図の編集によってはじ･めてその存在が認め

られた新しい知見であった.

4,亙GR皿の効用とその限界

前章までのように直接衛星自身で測定したデｰタを

用いる磁気異常の解析と並んで物理探査の側からみた

もうひとつの焦点は通常の空中あるいは船(地)上磁

気探査における一一地方的異常(Regiona1anoma1y)"の

除去に関する問題である.磁気重力探査に共通して

経緯度にして一1一数度ぐらいの広がりをもつ長波長の成分

を取り去り目的とする地殻浅部の必要な異常分だけを

浮彫りにしようとする一連のプロセスはこれら探査法

の発祥の頃からっきまとってきた基本的な命題であった.

多くの先人たちによってさまざまな方式が案出され

試行錯誤を重ねっったどりっいた定跡の一は多項式回帰

分析を用いる方法である.これはエレガントな解法で

はあったが調査地域が異るごとにいちいち計算する手

間はまだしもそのままでは隣接区域との聞に等磁力線

のシャｰプな不連続を生じとくに広域的な磁気図の編

集に際して非常な不都合を招く.もちろん隣接する複

数地域の調査においては若千の境界部を重複させるの

は常識であるがこの弊害はとりわけ調査の時間的間隔

が10年以上離れた場合にいちじるしい.このような

例はまれでは粗くたとえば米国のインディアナ州の空

中磁気図は1947年に完成しているのに対し隣りのミシ

ガン州のそれは1969年でありこの間実に22年の空白

が生じた.ここまで極端匁例ではないが地質調査所

が行なっているわが国の大陸棚海域の空中磁気探査でも

たとえば酒田沖が昭和44年度に実施されたのち北に隣

接する秋田沖は8年を経た昭和52年度に調査されている.

この種の難点は全地球的規模で当てはまり永年変化

をも考慮した適切なモデルによる標準磁場を統一的に採

用すれば完全ではないまでもかなり救済されることは

明らかである.このため1968年ワシントンで開催さ

れたIAGA(国際地球電磁気学･超高層物理学協会)の

シンポジウムでIGRF(国際標準地球磁場一Intemか

tiona1GeomagneticReferenceFie1d)が制定されると

ともに以後これに準拠するのが広域磁気探査において

ほぼ主流を占めるゆき方となった.

IGRFの内容は諸所で詳説されているのでここでは触

れないがこのようにもっとも信頼できる筈のIGRFに

してもその後使用経験が蓄積されるにっれていくっか

の問題一点が目立つようになってきた.

第一にIGRFを導出したときの原デｰタが陸海

空(衛星)のすべてを動員してもなお

簿
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一
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第11図Pogo(8/71)からIGRFを差引いた残差図(等磁力線間隔:25ガンマｰREGANet

a1.による)

地域的に粗密の度が大きく二のよう

な不規則なデｰタ分布にもとづく球関

数展開はどうしても高次項の確度を減

じかつ低次項にはa!i雌効果を生じ｡

てしまう.過疎地の最たるものはイ

ンド洋東南太平洋南太西洋の三地

域で反面北半球の一部ではデｰタの

過剰をきたしコンピュｰタ費用の急

上昇を防ぐためブロック単位毎に代表

値を定めなければならないほどであっ�
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た(PeddieandFab1ano-1976)

次には球関数展開に際しての最高次数の制約があげ

られる.次数を多くとるほど短波長成分を表現できる

けれどもこれに応じてガウス係数の数も急速に増加し

最小自乗法を行なうコンピュｰタの計算時間や記憶容量

に多大の負担を与えてゆく.

これらの原因によってIGRFと実測値との聞には

どうしても多少の食いちがいカミ生ずるのはやむをえない.

それにもともと世界的規模ではもっとも合理的荏近似で

あっても局所的には近似の度合に差があるのは当然と

もいえる.第11図はpogo(8/71)からIGRFを差引

いた等磁力線間隔25ガンマの残差図(RE眺NetaL-

1975)であるが±200ガンマに達する異常がいたると

ころに発生している.両モデルのどちらがより真に近

いかということになればIGRFが8次の展開でとどめ

ているのに対しPOgo(8/71)は13次まで行なっている

ことから判断するよりほかない.

csI-19フ｡

H〔;O-1955

したがって同図に現われた残差は磁気探査のスケｰ

ルによっては一!偽りの異常"として誤った大構造の解釈

にいたる危険性をはらんでいる.磁気探査の規模はま

ちまちであってとくに金属鉱床などを対象とした地上

探査などでは範囲もせまく異常の振幅も大きいので

IGRFは通常は重要ではない.それでもかなりの広域

にわたって隣接地域を接合してゆく場合には必ずしも無

視できるとは限らないが一般には空中探査について考

察しておけば充分であろう.数年前に西オｰストラ

リアで400,000km2(132,000km)今リビアで120,000

km2(152,606km)という特大規模の調査が進行中と

いう例もあるが普通は空中探査の一単位としては数万

km2以下のクラスが多い.第1!図からみて米本土桂ら

州単位ではまず障害はなく北米大陸全般にまたがる場

合のコンパイルに関してのみ留意すればよかろう.カ
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第12図国土地理院および水路部の近似式による値からIGRFを差引

いた同本列島周辺の残差図(中塚による)

リフォルニアｰ州にも満たぬわカミ国土ではしたがって

あまり深刻な問題にはなるまいと思われるが面積の割

には延長が長いから磁気探査の精度にもよるけれども一

応この種の誤差をあたっておく必要はある.第12図

は国土地理院と水路部の値からIGRFを差引いた日本

列島付近の残差図を示す(中塚一1977).この{一異常"

に地質･地球物理学的意義を求めることも考えられ荏く

はないカミ当面は対象地域の磁気探査結果を検言立する

際の参考として活用すれば有益であろう.

最後に永年変化の問題.IGRFには時間的変化の係

数(ガンマ/年)も含まれており当初はもし将来I

GRFの改訂カミ必要になるとしてもそれはこの係数分

だけの変更にとどまるものと予想されていた.それほ

ど決定版としての信頼が寄せられていた訳だが第13回

としてPog0(8/71)からIGRF(1970年に化成)を差

引いた残差図をかかげる.この場合精度の方を同一

レベルにそろえるためPOg0の展開も8次で打切って

いるがやはり数百ガンマの異常バタンが随所に生じて

いる.幸い第u図にくらべればかたり長波長狂ので

磁気探査への影響は少底いと考えられる

｡..華

々

[コ〔:コ区1三ヨ

座

〔

がこれら一連の結果はいずれもIGRF

の限界を示すものということになる.

(以下次号)

剃鍛/

P⑪go(8/71)からIGRF(1970出Oに化成)を差引い

た残差図(等磁力線間隔:25ガン㌣一R醐ムNeta1.

による)�


